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令和７年第２回取手市議会定例会会議録（第５号）【未校正】 
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令和７年第２回取手市議会定例会議事日程（第５号） 

 

令和７年６月１２日（木）午前１０時開議 

 

 

 

 

 

 

 日 程 第 １ 議案第２８号 取手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例について
 議案第２９号 取手市税条例の一部を改正する条例について
 日 程 第 ２ 議案第３９号 令和７年度取手市一般会計補正予算（第３号）
 日 程 第 ３ 意 見 書 案 

第 ３ 号

救急時の選定療養費徴収において、保育所、幼稚園、小

中学校、高校、特別支援学校、福祉施設での現状を把握

するとともに運用について検証を行い、その情報を公開

することを求める意見書について
 日 程 第 ４ 意 見 書 案 

第 ４ 号

消費税５％への引下げ、インボイス制度の廃止を求める

意見書について
 日 程 第 ５ 休会の件
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会議に付した事件 

 

 

 

 

 日 程 第 １ 議案第２８号 取手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例について
 議案第２９号 取手市税条例の一部を改正する条例について
 日 程 第 ２ 議案第３９号 令和７年度取手市一般会計補正予算（第３号）

 追 加 日 程

第 　 　 １

細谷典男君の発言取消し申出の件

 日 程 第 ３ 意 見 書 案 

第 ３ 号

救急時の選定療養費徴収において、保育所、幼稚園、小

中学校、高校、特別支援学校、福祉施設での現状を把握

するとともに運用について検証を行い、その情報を公開

することを求める意見書について
 日 程 第 ４ 意 見 書 案 

第 ４ 号

消費税５％への引下げ、インボイス制度の廃止を求める

意見書について
 日 程 第 ５ 休会の件
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議事の経過 

午前 10 時 00 分開議 

○議長（岩澤　信君）　ただいまの出席議員は 24 名で定足数に達しております。 

これより本日の会議を開きます。 

インターネット配信を御覧いただいてる皆様に申し上げます。今定例会の提出議案の説

明は、オンラインにより事前に実施しております。市ホームページに全文記録を掲載する

とともに、市議会ユーチューブサイトにも説明動画を掲載しております。また、当日の配

付資料も市ホームページに掲載しておりますので、御参考にしていただければと思います。 

本日の議事日程に入る前に、山野井　隆君より発言を求められていますので、これを許

します。 

山野井　隆君。 

〔18 番　山野井　隆君登壇〕 

○18 番（山野井　隆君）　山野井でございます。朝の貴重なお時間、大変申し訳ござい

ません。私の一般質問のくだりの中で、松井秀樹氏のドラフト会議の球団名についてなん

ですが、「ヤクルトスワローズ」と申し上げましたが、正しく「阪神タイガース」の間違

いでございました。訂正をお願いいたします。申し訳ございません。 

○議長（岩澤　信君）　議長は訂正を認めます。 

これより本日の議事日程に入ります。 

 

 

○議長（岩澤　信君）　日程第１、議案第 28 号及び議案第 29 号を一括議題といたします。 

質疑に先立ちまして議員各位に申し上げます。質疑は議題となっている事件について疑

義をただすために行う発言であります。したがって、会議規則にありますとおり、議題外

にわたる発言及び議題の範囲を超える発言は行わないよう申し上げます。また、質疑は自

分の意見を述べる場ではありません。議員各位におかれましては、十分にこれらのルール

を遵守していただくことを求めます。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩澤　信君）　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

ただいま議題となっております議案については、議案付託表のとおり、総務文教常任委

員会に付託いたします。 

 

 

○議長（岩澤　信君）　日程第２、議案第 39 号、令和７年度取手市一般会計補正予算

 日 程 第 １ 議案第２８号 取手市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例について

 日 程 第 ２ 議案第３９号 令和７年度取手市一般会計補正予算（第３号）



- 208 - 

（第３号）を議題といたします。 

議員各位と執行部の皆様に申し上げます。一般会計補正予算に関する本会議における質

疑は事前通告することとなっております。 

それでは、質疑通告順に従い質疑を許します。 

最初に、関川　翔君。 

〔11 番　関川　翔君登壇〕 

○11 番（関川　翔君）　皆さん、おはようございます。会派みらい・維新・国民の会、

関川　翔です。議案第 39 号、こどもまんなか社会の実現に向けた事業、無痛分娩費用助

成事業について質疑させていただきます。この無痛分娩費用の助成金については、私が第

１回３月定例会において一般質問で要望させていただきました。付託される委員会の委員

ではないので、この場で提案した当事者として、幾つか事業を始める上での基本的な部分

で不明瞭な点を質疑させていただきたいと思います。まず、この助成に当たり、要件の部

分から質疑してまいります。今回の助成は「令和７年４月１日以降に出産していること」

が要件となっております。４月から現在に至る約２か月とちょっとの間で、既に出産し出

生届を提出された方々への周知はどのように考えているのか、お伺いさせていただきます。 

〔11 番　関川　翔君質疑席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　答弁を求めます。 

こども部長、助川直美さん。 

〔こども部長　助川直美君登壇〕 

○こども部長（助川直美君）　関川議員の御質疑に答弁いたします。制度の周知につきま

しては、本補正予算が可決されましたら、まずはホームページにおいてこの制度を進めて

いく旨の周知をさせていただきます。その後、要綱等の設計が固まり、チラシ等の準備が

出来次第、広報やＳＮＳ、子育てアプリＴｏｒｉｋｏ（トリコ）等の媒体を活用しまして

制度の周知を徹底してまいります。また、遡りの対象となる方に対しましても、漏れのな

いよう、今後も引き続き周知方法に関しましては検討してまいります。 

〔こども部長　助川直美君答弁席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　関川　翔君。 

○11 番（関川　翔君）　分かりました。この質疑の意図なんですけれども、これから出

産される方々は出産する前段で役所に足を運ぶ機会が多く、担当課としても周知するには

様々なアプローチができます。しかし、４月から現在までの約２か月ちょっとに御出産さ

れた方々は、既に出生届を済ませていて育児にも集中していることから、役所に足を運ぶ

機会が減り、担当課としても周知するに当たりアプローチする機会が少なくなってしまう

のではないかという懸念からでございます。ただいまの答弁ですと、既に御出産された

方々へ個別で通知を行うということは検討中ということで理解させていただきました。あ

くまで全体に漏れがないよう周知していくと理解させていただきました。そのような方法

であるならば、漏れがないよう周知徹底をお願いしたいと思っております。 

それでは次に、もう一つの要件で、「引き続き定住の意思があること」とありますが、

これはどのような方法で意思を確認するのか、お伺いさせていただきます。 
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○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　関川議員の御質疑に答弁いたします。定住の意思につき

ましては、転勤や転職など様々な可能性により、制度を受けた後で、やむなく転出される

方もいらっしゃる可能性などがあるため、特段の返還要件などは設けないことを想定して

おります。申請の際に、申請時点では定住の意思があることを御本人に宣誓させることを

もって意思の確認とさせていただきたいと思っております。 

○議長（岩澤　信君）　関川　翔君。 

○11 番（関川　翔君）　今、宣言させるということだったんですが、これ宣言書とか何

か、チェックとか、そういうシートはあるんでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁させていただきます。そちらのチェックシ

ートのほうにチェックしていただくことで確認をさせていただきたいと思っております。 

○議長（岩澤　信君）　関川　翔君。 

○11 番（関川　翔君）　ありがとうございます。では次に、第１回定例会の一般質問で

も触れましたが、取手市では無通分娩を採用している病院は１つしかないと認識させてい

ただいてます。今回の助成事業の病院の指定や市内外等の条件の有無をお伺いさせていた

だきます。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁させていただきます。本市の産院別の出生

状況を見ますと、約半数が市外の産院で出産されている状況にございます。本制度につい

ては少子化対策の一環として実施するものであるため、子どもを持つことを検討される方

がどこの産院を選択されるにせよ、補助を受けられるほうが望ましいため、医療機関の指

定はしないことと考えております。 

○議長（岩澤　信君）　関川　翔君。 

○11 番（関川　翔君）　ありがとうございます。では次に、助成額が最大で 10 万円とな

っていますが、この無痛分娩費用が 10 万円を大幅に超えるようなことはあるのか、お伺

いさせていただきます。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。本制度の検討に当たりまして、

市内、市外の産院に取ったアンケート調査では、いずれの産院も無痛分娩費用は 10 万円

から 15 万円の間であると回答をいただいていること、また、同様の制度を実施している

市町村や今後実施を予定している東京都においても 10 万円を補助の上限としていること

から、おおむね無痛分娩費用は 10 万円から 15 万円の間であろうと想定しております。 

○議長（岩澤　信君）　関川　翔君。 

○11 番（関川　翔君）　ありがとうございます。それでは次に、無痛分娩費用補助制度

は、現状だと、自治体が単独で行うのは全国的にも数少ない事例であると思います。取手

市としてはこれから広く市内外に周知する必要があると思いますが、どのように周知して

いくのか、お伺いさせていただきます。 
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○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。３月議会で関川議員に御質問

いただいた時点で、市町村単位では群馬県の下仁田町のみが実施している状況でございま

した。令和７年度に入りまして、同制度をスタートさせた自治体が、確認できる限りでは

８自治体となっております。近隣ではまだ例がない取組でございますので、市の持つ全て

のツールを活用して情報発信をしていくとともに、例えば、こどもまんなか応援サポータ

ーに御賛同いただいている企業などにも御協力いただくなど、これまでに築いてきたネッ

トワークを生かして多角的に情報発信に努めてまいりたいと思っております。 

○議長（岩澤　信君）　関川　翔君。 

○11 番（関川　翔君）　ありがとうございます。最後になりますが、私から第１回定例

会の際に、無痛分娩のメリット・デメリットについて質問させていただきました。私はこ

の制度を始める上で最も重要なのが、この周知だと思っております。どのように考えてい

るのか、お伺いさせていただきます。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。無痛分娩のメリットでござい

ますが、まずは陣痛の激しい痛みを和らげ、精神的・肉体的なストレスを軽減することや、

体力の消耗を抑え、産後の回復が早くなることが利点であると言われております。また、

痛みへの恐怖や不安が軽減され落ち着いて出産できることで、その後の子育てにスムーズ

に移行ができる。第２子・第３子を考える際に、お産をポジティブに捉えることができる

効果もあると考えられております。そのほか、万が一、出産の際に問題が発生しまして、

緊急に帝王切開などに切り替わった際にも、無麻酔の状態よりも早く手術に移れるといっ

た利点もあるとのことです。一方で、リスクとして挙げられるものが、費用負担の問題の

ほか、麻酔薬の影響で陣痛が弱まり、分娩の進行が遅くなる場合があること。いきむ力が

弱くなり、吸引分娩や鉗子分娩が必要になる可能性があること。麻酔の副作用として、血

圧の低下や頭痛、かゆみやしびれが出ることなどが、出産される方のリスクとして内在し

ていると言われております。無痛分娩費用助成制度を実施するに当たっては、行った医療

機関へのヒアリングにおいても、こうしたリスクとベネフィットをしっかりと伝え、いた

ずらに無痛分娩を推奨するような形に捉えられないように周知を工夫したほうがよい、と

いった御意見も頂戴したところです。制度周知に当たりましては、医療機関の御意見を伺

いながら、そのリスクについてもしっかりと啓発し、制度利用者が十分に医療機関と協議

した上で無痛分娩を選択できるような情報発信に努めてまいりたいと思っております。 

○議長（岩澤　信君）　関川　翔君。 

○11 番（関川　翔君）　ありがとうございます。細かい説明ありがとうございました。

まさにこの説明が本当に重要なことだと思っております。まだまだ疑義はあるかと思いま

すが、何人か後ろに通告された方もいらっしゃいますので、あとは議員の皆様にお任せし

たいと思います。以上です。ありがとうございました。 

○議長（岩澤　信君）　以上で、関川　翔君の質疑を終わります。 

続いて、佐藤隆治君。 
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〔20 番　佐藤隆治君登壇〕 

○20 番（佐藤隆治君）　皆様おはようございます。創和会の佐藤隆治でございます。議

案第 39 号、一般会計補正予算の中の無痛分娩費用助成事業について、３点ほど御質疑を

させていただきたいと思います。この着目した経緯についてなんですけれども、実は私、

先日、20 年表彰を皆さんの前で貴重なお時間をいただきましたけれども、議員活動 22 年

目になるんですけれども、当時は藤代町議でありまして、そのときに子育て支援――藤代

町の子育て行政サービスを拡充してほしいという訴えで立候補して、当選させていただき

ました。それからもう 22 年たつわけなんですけども、１歳の子どもが、おかげさまで今

は――去年、結婚して、そして出産して今育児をしてるということで、本当に取手市にお

世話になってきた経緯があります。そういった中で、ちょうどその子どもが結婚して出産

を迎えたりする中でのいろんな事情も今日は聞いてきたわけなんですけれども。やはり結

婚するとなると、家具をそろえたりとか、家電をそろえたりとか、車とかおうちとかいろ

んな――まあ車、おうちは別としても、いろいろお金がかかる中でこの出産を迎えるとな

れば、妊娠時に妊婦健診とかマタニティー用品とか、またベビー用品、いろいろお金がか

かります。そういった中で妊婦健診のときにはマル福を活用させていただく中でも、どう

しても医療費の負担が保険対象外ということで様々なお金がかかって、大変苦労しながら

出産・育児と迎えてるなと思っていたんですけれども、いろいろそういった中で行政サー

ビスがあると思うんですけども、今回、無痛分娩費用の助成に着目したという点での理由

について、まずその辺を詳しく教えていただきたいと思います。 

〔20 番　佐藤隆治君質疑席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　答弁を求めます。 

こども部長、助川直美さん。 

〔こども部長　助川直美君登壇〕 

○こども部長（助川直美君）　佐藤議員の御質疑にお答えいたします。令和７年３月に策

定しました取手市こども計画に掲げました基本理念を実現するために、目指す未来として

５項目を設定し、そのうちの一つに「幸せな子育てができる環境をつくる」という目標を

掲げています。そして、その幸せな子育てができる環境をつくるための方向性としまして

「安心して妊娠・出産できる環境の構築」を掲げ、子どもを持ちたいと思う家庭が、安心

して妊娠・出産に臨むことができるようにという視点のもと、こども部としましては、こ

の無痛分娩を含むあらゆる施策を検討しているところでもございます。本制度は、東京都

が発表しました無痛分娩に対する費用助成制度導入の報道や、また３月議会に関川議員か

ら一般質問をいただいたことなどを踏まえまして、本市においてはどういった状況にある

のかということを調べるために実施した産科医療機関へのヒアリングやアンケート、調査

を通じまして、想定以上の需要があったということを受けまして、制度の実施を検討した

ということが始まりでございます。無痛分娩の需要が年々高まっている中で、一方では経

済的な負担感によって、子どもを持つことを希望する出産方法を諦めざるを得ないような

状況があり、またそうしたギャップを少しでも軽減し、どのような分娩方法を選択し、ま

た希望し、それをするにしても、できるだけ経済的な自己負担がなく自由に出産できる環
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境を整えることを目的としまして、安心して妊娠・出産できる環境の構築に関する施策の

一つとしまして、まずは無痛分娩助成事業から取りかかってまいりたいと考えているとこ

ろです。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　佐藤隆治君。 

○20 番（佐藤隆治君）　御答弁ありがとうございました。考え方は十分理解できました。

そうしますと、次の質疑に移らせていただきたいんですけども、当然ながらこれ目標値が

あるのかなと私は思うわけなんですけども、婚姻数の減少や子どもを持つことへの価値観

の変化、そして経済的な不安などによって、本市の出生数はずっと下がり続けており、直

近では出生数が 500 人を切るところまで来ている危機的な状況にあると理解しております。

こうした少子化を打破することを目的とした事業であるとは思いますが、目標を掲げてや

っていくのか、ＫＰＩ等の設定は想定しているのか、その辺のところ、お尋ねしたいと思

います。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　佐藤議員の御質疑に答弁させていただきます。議員おっ

しゃるとおり、少子化については待ったなしの状況にあるかと思います。我々といたしま

しても、様々な手段を講じて少子化に抗っていく必要はあると感じておりますが、単に子

育て世帯に対する直接的な経済的支援だけで出生数が回復するものではないと考えます。

一例で申し上げますと、本市の 20 歳から 39 歳までの子どもを持つことを考えるような年

代の人口が、10 年前の平成 26 年には２万 3,344 人だったところから、令和６年には１万

9,181 人と、およそ 4,000 人近く減少しているような状況です。そのほかにも様々な環境

変化がある中で、市の一つの施策をもってしてＫＰＩを設定することは困難でありますが、

市の最上位計画である、とりで未来創造プラン 2024 で掲げる目標人口であります 2040 年

で人口９万人を維持するという目標を達成できるかどうかというところが、一つの分水嶺

になるものと考えます。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　佐藤隆治君。 

○20 番（佐藤隆治君）　御答弁ありがとうございました。今出生数が低下していく中で、

いろいろとこの取手市が考えてやっていかなきゃいけないことはたくさんあると思ってお

りまして、私も過去に人口の動態とか人口の推移とかいろいろ質疑、質問をさせていただ

いてきてますけれども、本当に大変な今状況にある中でこの目標値という点では、もちろ

んこれは選ぶ人と、そしてそこに対して支援が欲しい人の――方が強制してやるものでは

ないので、なかなかその設定というのは難しいとは思うんですけれども、子育て支援の一

環として取手市が今こういう形で掲げてやる以上は、そういった点を理解して進めていた

だくことを考えて――この機会に私も考えさせていただきたいと思っております。 

最後になりますが、事業の周知についてです。先ほど関川議員のほうからもいろいろな

質疑があって、一定の理解はできましたけれども、まちの魅力として発信していくのが、

これは重要であるとは思いますが、子育ての世代の母数を確保することが本当に大切なと

ころに来ております。先進的な取組にチャレンジするのであれば、その制度利用者の周知

に加えて、市の魅力ということで発信していくのか、その辺のところもあるのではないか
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と思いますけれども、どのような形で少子化対策につなげていくのか、このビジョンをお

伺いしたいと思います。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁させていただきます。無痛分娩費用助成に

つきましては、現在把握しているだけで全国で８市町村のみが実施しており、その多くは

中山間地域のような小さな規模の自治体で実施されている状況です。10 万人規模の自治

体での実施となれば、近隣では当市が初めての取組となります。そのようなことから、ニ

ュースバリューとしましても高い効果があると考えます。まずは、あらゆるメディアを活

用して積極的な情報発信に努めるとともに、例えば、こどもまんなか応援サポーターとな

っている企業に対して、他県・他市町村にある事業所にも情報発信していただけるよう依

頼をさせていただいたり、移住・定住関連のイベント等において、本事業をはじめとした

子育て支援事業を紹介するツールを用意するなどの取組を通じて、子育てに対して手厚い

まちというイメージが構築できるよう、庁内関連各課と連携して情報発信にも努めてまい

りたいと思っております。 

○議長（岩澤　信君）　佐藤隆治君。 

○20 番（佐藤隆治君）　よく理解できました。いろいろ今質疑をさせていただきました

けれども、本当に新婚で――新婚には限らないですが、結婚してから子どもを産む、育て

る。そういった中で、その当事者の気持ちに寄り添った考えの中で行政ができる助成とい

うものをいろいろとこれからも検討していただいて、そして取手市にずっと住み続けたい

という中村市長のお考えに、その方々が思うような施策の展開をこれからも考えていただ

きたいと思いまして、質疑のほうは終わらせていただきたいと思います。ありがとうござ

いました。 

○議長（岩澤　信君）　以上で、佐藤隆治君の質疑を終わります。 

続いて、岡口すみえさん。 

〔３番　岡口すみえ君登壇〕 

○３番（岡口すみえ君）　おはようございます。創和会、岡口すみえでございます。議案

第 39 号、令和７年度取手市一般会計補正予算（第３号）、取手駅前公衆トイレ設置工事

について質疑させていただきます。誰もが安心して利用できる公共空間の整備は、全ての

市民にとって重要なテーマであり、今回のバリアフリー対応のトイレ整備は、子どもから

高齢者、障がいのある方、外国人観光客を含めた多様な利用者の視点に立った、時代に即

した取組と受け止めております。それでは、４つの視点で具体的な内容について質疑させ

ていただきます。まず１つ目、トイレ更新に至った経緯について、御説明をお願いいたし

ます。 

〔３番　岡口すみえ君質疑席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　答弁を求めます。 

まちづくり振興部長、森川和典君。 

〔まちづくり振興部長　森川和典君登壇〕 

○まちづくり振興部長（森川和典君）　それでは、岡口議員の御質疑に答弁をさせていた
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だきます。現在の取手駅西口にございます公衆トイレは、設置から 37 年が経過し、設備

の老朽化が著しく、多機能トイレも現行のバリアフリー基準に対応していない状況です。

利用者の皆様からも新たなトイレへの更新・設置について御要望が上がっており、また、

山野井議員からも昨年の一般質問などで取り上げていただいてたところです。昨年 12 月

議会におきまして、新たなトイレの設置についての設計にかかる補正予算を御承認をいた

だき進めておりましたが、今般、その設計がまとまりましたことから、工事費用の補正予

算をお願いするものです。 

〔まちづくり振興部長　森川和典君答弁席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　岡口すみえさん。 

○３番（岡口すみえ君）　御答弁ありがとうございます。37 年経過しているということ

で、私もそこの前を毎日通るんですけれども、ちょっと暗いなとか、怖いなとか、そうい

ったイメージでおりました。では、市民や障がいのある方、団体などの意見はどのように

反映されているんでしょうか、お願いします。 

○議長（岩澤　信君）　まちづくり振興部次長、木村太一君。 

○まちづくり振興部次長（木村太一君）　お答えいたします。今回、トイレの設計に当た

りまして、障がい者の団体の方と協議をさせていただきました。多機能トイレ・男子トイ

レ・女子トイレを含めて、皆様に使いやすい、利用しやすいトイレにするためということ

で、様々な提案をいただいたところでございます。一例を申し上げますと、多機能トイレ

内に設置する非常ボタンを押しやすい位置に配置すること、また男子トイレ・女子トイレ

においても面積を広めに取ってくださいということで、チャイルドシートを設置した個室、

そうしたところについて設計したところでございます。 

○議長（岩澤　信君）　岡口すみえさん。 

○３番（岡口すみえ君）　ありがとうございます。非常用のベルの押す位置まで意見を聴

いてということで、本当にユニバーサルというかバリアフリー的な考えを取り入れている

なというふうに思います。では、安全性についてはいかがでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　まちづくり振興部次長、木村太一君。 

○まちづくり振興部次長（木村太一君）　今回新しく設計しておりますこのトイレですけ

れども、24 時間利用できるため、防犯の観点から、公衆トイレの室内または出入口につ

きましては、ＬＥＤ照明を用いまして明るくする設計等をしてございます。また、緊急通

報などの機械警備も加え――失礼しました。緊急通報などの機械警備に加えまして、新た

に防犯カメラの設置を行いまして、安全性の確保を図ってまいりたいというふうに考えて

ございます。 

○議長（岩澤　信君）　岡口すみえさん。 

○３番（岡口すみえ君）　24 時間利用できる公衆トイレです。犯罪なども考えると、安

全に利用できるトイレ、最重要と考えております。そのように対応してくださる、そうい

う設計になっていること、とてもいいかなと思います。 

では、バリアフリー対応の公衆トイレを新設するということですけれども、どのような

設備・工夫が盛り込まれているのか。例えば、多目的スペースとか、どのような配慮がさ
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れているかお願いいたします。 

○議長（岩澤　信君）　まちづくり振興部次長、木村太一君。 

○まちづくり振興部次長（木村太一君）　お答えいたします。まず、多機能トイレについ

てですけれども、現在ある多機能トイレにつきましては、まずバリアフリー基準に――先

ほど部長から答弁ありましたように、基準に準じておりませんが、今回新しく設置するト

イレにつきましては、まず入り口自体がまず自動扉でございます。また、中に入りますと

車椅子で自由に回転できるスペースを取ってございます。また、男女のトイレにつきまし

ては、これまでは和式のトイレだったんですけれども、全て洋式に変えまして、全て温水

洗浄便座をつけてございます。また、男女のトイレにつきましても緊急通報ボタンを設置

いたします。先ほど安全面のところでもお話しいたしましたが、照明についてはＬＥＤを

活用しまして、夜間でも安全かつ快適な利用環境を整えているというところでございます。 

○議長（岩澤　信君）　岡口すみえさん。 

○３番（岡口すみえ君）　ありがとうございました。以上、取手駅前の公衆トイレ設置工

事に関することについて幾つか確認させていただきました。 

〔「確認じゃだめだよ、質疑」と呼ぶ者あり〕 

○３番（岡口すみえ君）　すみません。全ての市民、特に高齢者・障がいのある方々が安

心して利用できる公共施設の整備は、真に誰もが暮らしやすいまちづくりの第一歩であり

ます。本事業が市民の利便性とまちの魅力向上に資するものであると同時に、将来的な維

持管理や費用対効果についても十分に考慮された施策となることを強く願っております。

取手市がユニバーサルデザインの理念を実現し、全ての人々に優しい施設整備を進めてい

ただけること、今後の事業の進捗と市民の声を反映した丁寧な取組を求め、私の質疑を終

わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（岩澤　信君）　以上で、岡口すみえさんの質疑を終わります。 

続いて、金澤克仁君。 

〔16 番　金澤克仁君登壇〕 

○16 番（金澤克仁君）　創和会の金澤でございます。議案第 39 号、令和７年度取手市一

般会計補正予算（第３号）について、２点質疑をさせていただきます。まず１点目でござ

いますが、公有用地利活用に要する経費についてでございます。これ議案の説明の中で、

旧小文間小学校跡地について利活用計画を策定するための費用ということで、567 万

6,000 円が計上をされております。同じ説明の中で範囲については、機能の検討、パース

図作成、住民懇談会の実施・意見集約、工事費の算出などと説明をされておりますが、そ

の中で住民意見の集約について詳しくお尋ねをいたします。 

〔16 番　金澤克仁君質疑席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　答弁を求めます。 

政策推進部長、齋藤嘉彦君。 

〔政策推進部長　齋藤嘉彦君登壇〕 

○政策推進部長（齋藤嘉彦君）　それでは答弁いたします。小文間小学校跡地の利活用に

つきましては、これまで市政協力員の方々や地域住民の方々で構成される団体の方々と意
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見交換を行ってまいりました。そして、今年の２月に開催をした意見交換会の中で、一定

の跡地利活用に関する方向性について合意をしたというか、皆さんの御理解を得たといっ

たところでございまして、こちらは３月の定例会で金澤議員から一般質問をいただきまし

て答弁をしたところでもございます。その意見交換の中では、やはり跡地には地域の方が

気軽に集まれるような施設がいいですとか、というところは当然あったんですけれども、

小文間の方々の意識というのは非常に高いというか、水害が起きたら近隣の地域からみん

な避難してくるんだから、そういった避難所とか、車で避難されてこられた方の駐車場の

スペース、そういったものも必要じゃないかとか、それから地域の方々だけじゃなくて、

もっと広く市内から小文間という地域に人が集まってくるような、そういう機能もあった

らいいんじゃないか等様々な意見があった中で、今回、一定の方向性が見えたということ

になっております。その際に地域の方々から、できるだけ早期に話を進めてほしいという

御要望もいただいたところでありましたので、その後、予算計上に向けて、委託の内容で

すとか仕様の検討、見積りの徴収などを進めてまいりまして、今回補正予算の計上をした

ところでございます。 

〔政策推進部長　齋藤嘉彦君答弁席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　金澤克仁君。 

○16 番（金澤克仁君）　分かりました。今までも市政協力員や地域の住民の方々と幾度

となく意見交換を重ねてきたということですけれども、今年の２月にある程度の方向性が

定まったということですけれども。この費用を計上して利活用を策定するに当たって、ま

た新たな方々の意見を聴くというよりは、改めて今まで意見集約をしてきた方々に、もう

一度改めて最初の詰めの意見交換を行うという認識でよろしいでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　政策推進課長、髙中　誠君。 

○政策推進課長（髙中　誠君）　お答えいたします。これまでも地元の市政協力員の方々

ですとか、この小文間の跡地について関心ある方々の団体とともにお話を進めてまいりま

したので、今回ある程度素案ができてきた段階で、そうした方々とまたお話をさせていた

だきまして、また小文間の――そのほかにも小文間の地域の方々全体向けの説明会もやら

せていただきまして、意見を聴いた上で進めていきたいと考えております。 

○議長（岩澤　信君）　金澤克仁君。 

○16 番（金澤克仁君）　分かりました。今までより幅広い方々からさらに意見集約をす

るということで、大変重要なことだと思います。 

次に、跡地に導入する機能について質疑をさせていただきます。これから検討するとは

思うんですけれども、ある程度の方向性が出ているということで、どういった機能を念頭

に置いているのか、質疑をさせていただきます。 

○議長（岩澤　信君）　政策推進課長、高中　誠君。 

○政策推進課長（髙中　誠君）　お答えいたします。跡地に導入する機能につきましては、

公民館の移設がメインとなってまいりますが、住民の意見を踏まえた上で、公民館のコミ

ュニティー施設機能ですとか、それから先ほど部長もございました、災害が起きた場合の

防災機能ですとか、また、スポーツ機能ですとか、そういったことを想定しております。
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これらの機能の内容につきましては、今後の利活用計画策定の際に、さらに地域住民の方

と意見交換をしたり、委託のコンサルティング業者との協議をしたり、また庁内各課との

調整を行いまして検討していき、さらに、基本設計で具体化していくという流れになって

まいります。 

○議長（岩澤　信君）　金澤克仁君。 

○16 番（金澤克仁君）　分かりました。小文間小学校の跡地と、あと道路を隔てて隣接

する小文間公民館も含めた上での利活用で導入する機能については検討していくというこ

とで、よく分かりました。 

最後なんですけれども、今後のスケジュールについてお尋ねをいたします。 

○議長（岩澤　信君）　政策推進課副参事、篠原慎吾君。 

○政策推進課副参事（篠原慎吾君）　お答えいたします。今後のスケジュールについてな

んですけれども、利活用計画自体につきましては、令和７年度中に策定を完了させていき

たいということで進めていきたいと考えております。本補正予算を可決いただきました後

には、速やかに入札を行いまして、契約業者また関係各課と施設に導入する機能の整理と

いったものの協議を進めてまいりたいと考えております。その後、利活用計画の素案を作

成しまして、市政協力員の皆様また市民の皆様を対象としました説明会の開催を考えてご

ざいます。利活用計画の策定後は、活用できる補助金との兼ね合いなどを見つつ、基本設

計また実施設計の予算を順次計上しまして、工事着手へと進めてまいりたいと考えてござ

います。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　金澤克仁君。 

○16 番（金澤克仁君）　そうすると、この計画の成果物というか、これは令和７年度中

には提出いただくということで理解をいたしました。その後の様々なステップを踏んでい

って、できるだけ早くこれの――旧小文間小の利活用を進めていただきたいと思います。

以上です。ありがとうございました。 

次に２点目です。オンライン市役所システム使用料についてでございます。これは

2,742 万 5,000 円。そのうち新しい地方経済・生活環境創生交付金――国庫補助金ですね、

これを２分の１、1,336 万 8,000 円活用したものとなっております。いろいろと事前調査

をしました。今回デジタル技術の積極活用によって、市民の利便性の向上に大きく寄与す

るものと考えております。それについて幾つかお尋ねをいたします。まず初めに、これを

導入して住民票の申請とか支払いとか、公民館の予約・支払いとか、各種イベントの案内

と募集、申込みなどと出ておりますが、本格導入は来年２月というふうに伺っております

が、今年度どの程度の申請等の手続の展開を見込まれていますか。 

○議長（岩澤　信君）　答弁を求めます。 

総務部長、吉田文彦君。 

〔総務部長　□田文彦君登壇〕 

○総務部長（□田文彦君）　それではお答えさせていただきます。先ほどありました来年

の２月本格導入を目指しているというところなんですが、実装する申請につきましては、

まずは 10 程度の手続といいますか――から運用開始したいということで考えております。
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ただ、とはいっても実装に時間のかからないものですとか、それから住民の方の利便性向

上が特に期待できるもの、そういったものについては担当課とも調整を図りながら、でき

るだけ早く、実装できるものについては取り組んでいきたいというふうに考えてございま

す。 

〔総務部長　□田文彦君答弁席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　金澤克仁君。 

○16 番（金澤克仁君）　分かりました。今の答弁の中でも、担当課と様々な調整を図り

ながらということでございます。担当されるのは情報管理課だと思いますが、こういった

ものを進めていくのに、どのようにして推進していくお考えでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　情報管理課長、岩﨑弘宜君。 

○情報管理課長（岩﨑弘宜君）　お答えいたします。まず当課の職員が、このシステムの

デモ環境でどういうものかというものを把握して、その後、各部ごとに当課職員２名程度

を担当をつけまして、各課のヒアリングや現場サイドの実情などを踏まえて相談に乗った

り、もしくは当課の職員側から、これに使えるんじゃないのみたいな、といったような提

案をさせていただきながら、一つでも多く実装できるように進めていきたいと考えており

ます。 

○議長（岩澤　信君）　金澤克仁君。 

○16 番（金澤克仁君）　今、市役所の中の推進の仕方は分かりました。でも、このシス

テムは、市民がこういったシステムがあるということを知っていただかないと、せっかく

いいシステムなのに意味がないと思います。どのように周知をしていくお考えでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　情報管理課長、岩﨑弘宜君。 

○情報管理課長（岩﨑弘宜君）　お答えいたします。まず広報とりでというベースの広報

ですけれども、あとはＬＩＮＥであったり、メルマガであったりといったようなデジタル

の部分での広報、またホームページ、そして今の想定としてありますのは、当課職員が本

格稼働前後で、まだ事業協力の理解はいただいてないんですけれども、軒先での――例え

ばスーパー等で軒先、カフェスペース等で、こういうものが始まりましたということで使

い方の御案内、またスマホ教室、よろず相談、こういったところで一人でも多くの方にこ

ういうものがあるよということを知っていただくとともに、使い方も、少し触っていただ

くみたいなところから広めていければなというふうに想定しております。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　金澤克仁君。 

○16 番（金澤克仁君）　ありがとうございます。２つ目の質疑に行きます。今回、取手

市独自にオンライン市役所を立ち上げるということですが、国や県においてもこういった

申請などのシステムがあったり、これから国が推進される方向が示されておりますが、重

複した場合など、国と県との整合性はどのようになっていきますか。 

○議長（岩澤　信君）　情報管理課長、岩﨑弘宜君。 

○情報管理課長（岩﨑弘宜君）　お答えいたします。現在も国主導で、例えば引っ越し等

の主に手続等に使われているぴったりサービスとか、あとは茨城県のほうで整備されてい

る電子申請届出サービス、こういったものがあります。例えばこれらとこれから取手市が
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導入しようとしているオンライン市役所のほうの機能がかぶるといったときには、どちら

が市民にとって便利か、また管理する職員にとっても便利か、これらを比較検討して、例

えばオンライン市役所のほうが有効であるとなれば、そちらからは撤退をして、こちらオ

ンライン市役所のほうに移行するといったことも想定としてあると考えております。いず

れにしましても、金澤議員から今ご指摘いただいたとおり、国のシステム新しいものが入

ってくると思われますので、それらとオンライン市役所の機能を見比べながら、それぞれ

に判断をしていければなと――いきたいなというふうに考えております。 

○議長（岩澤　信君）　金澤克仁君。 

○16 番（金澤克仁君）　市役所のほう、担当がなかなか判断に迷うと、これを利用する

市民はさらに混乱すると思いますので、その辺の判断をしっかりとしていただきたいと思

います。 

最後に、セキュリティーについてお尋ねをいたします。□田前議会事務局長、そして岩

﨑元事務局次長のお二人は、我々議会でＬＩＮＥの機能を使って様々な日程調整とかして

いただいたことがあると思うんですけれども、本当に使い勝手がいい一方で、このＬＩＮ

Ｅはセキュリティーに不安があるとか――不安をお持ちの方もいるかと思いますが、その

セキュリティーについて、市としてどのようにお考えになってますでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　情報管理課長、岩﨑弘宜君。 

○情報管理課長（岩﨑弘宜君）　お答えいたします。システム面のセキュリティー対策と

いたしましては、まずＬＩＮＥ社側で原則データを保存・保持しないような、自治体向け

の追加契約というものを締結する予定でおります。またオンライン市役所のシステムにつ

きましても、ＩＳＭＡＰ（イスマップ）と呼ばれてます、政府が求める高いセキュリティ

ーの基準を満たしているものの認証を受けているサービスの利用を予定しておるところで

ございます。ただし、ＬＩＮＥに対して不安をお持ちの方ということもいることも――い

らっしゃることも理解しておりますので、窓口がなくなるわけではなくて、そういった不

安のある方は窓口での申請手続等、従前のとおり行っていただければというふうに考えて

おりますが、基本的には、安心してご利用いただけるサービスの提供に努めていきたいと

考えているところでございます。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　金澤克仁君。 

○16 番（金澤克仁君）　分かりました。スマホを利用している方の相当数の割合の方が

ＬＩＮＥを使用してると思いますが、その方がこういった便利な機能をぜひ使いこなせる

ように、サービスの向上のために御尽力いただければと思います。以上で終わります。 

○議長（岩澤　信君）　以上で、金澤克仁君の質疑を終わります。 

　続いて、細谷典男君。 

〔17 番　細谷典男君登壇〕 

○17 番（細谷典男君）　細谷でございます。議案第 39 号、一般会計補正予算、無痛分娩

費用助成についてお伺いいたします。この事業は最も直接的な少子化対策である、そして

妊娠・出産へのアプローチは重要だということから、新たな事業として今回提案をされて

おります。妊婦やその家族に寄り添い、子どもを持ちたいという――持ちたいと思う家庭
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が安心して妊娠・出産に臨むことができるようにつくられた――つくられる無痛分娩の制

度でございます。広く周知をして利用してもらいたいと思うところですが、この度、無痛

分娩費用助成対象者、これに除外することが御説明ありました。この対象者をどのように

考えているのか、まずお聞きいたします。 

〔17 番　細谷典男君質疑席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　答弁を求めます。 

こども部長、助川直美さん。 

〔こども部長　助川直美君登壇〕 

○こども部長（助川直美君）　細谷議員の御質疑に答弁いたします。現在、制度の詳細に

つきましては検討中の部分もございますけれども、対象者としましては、無痛分娩を実施

した日において、住民基本台帳法に基づき本市の住民基本台帳に記載されており、引き続

き定住の意思があるものであること、市税を滞納していないこと、暴力団員でないことな

どを想定しているところです。 

〔こども部長　助川直美君答弁席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　ありがとうございました。理念、この考え方であるように、安

心して妊娠・出産に臨むような制度にぜひしていただきたいというように思うわけですが、

除外される者もいると想定されているということでございます。まず、市税の滞納者を除

外した理由を、明らかにしていただきたいと思います。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　細谷議員の御質疑に答弁いたします。補助金は市民の税

金から支出される公的な資金であり、自らの希望によって無痛分娩を選択し補助を受ける

に当たって、納税義務を履行している方を要件として設定することで、貴重な税の使い方

として公平性が保たれるものと考えております。 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　希望したサービスだということなんで、これは選択だから滞納

者は除外したということでございました。ただ、多くの一般的な行政サービスは大体が希

望して受けるものではないですか。プッシュ型というのもありますけども、大体希望して

受けるサービスだと思いますけども、これら滞納者は全てこども部では除外してるという

ことで理解していいですか。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。出産方法は御本人が選べる状

況にある中で、市民から納付いただきました市税から支出される補助金を、滞納されてい

る方に支出することは望ましくないと考えております。 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　今回の無痛分娩の助成というのは――助成は少子化対策、そし

てこの選択すると、これを。大変意義のあることではないかというふうに思っております。

また、命にも関わることであるということからも、選択と、滞納者は――滞納者は除外す
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るということは、この事業目的にそぐわないんではないかと思いますけども、どうでしょ

うか。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。妊娠・出産は命に関わること

でございますが、分娩方法については選択肢が用意されておりまして、このような制限を

かけることが、命に直結するものではなく、必要的かつ合理的な範囲での対象の制限であ

ると思っております。 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　滞納者は、一般的に生活が苦しい人でございます。この人たち

は、無痛分娩というのはぜいたくなんだから、これを選ぶなというようにお聞きしました

けども、そのような考え方でよろしいですか。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁させていただきます。そういったものとは

考えておりません。以上でございます。 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　税の使い方の公平性ということを御答弁いただきました。この

出産と関係する――関連するその支援制度として妊婦のための支援給付金というのがござ

います。この対象者は取手在住者というだけで、市税の滞納とか暴力団員でないというよ

うな条件はありません。また所得制限もございません。税の使い方の公平性というならば、

同じような制度ですから、同じようにすべきではないかというように思うんですけども、

どうでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁させていただきます。妊婦のための支給給

付【「支給給付」を「支援給付」に発言訂正】とは、希望者が申請するものと全員が等し

く受けるものなど制度の目的や対象への差があることから、必ずしも一致させないもので

はない――一致させなければならないものではないと考えます。税の公平性の観点から、

どういった対象設定とすることが市民の理解を得られるのかといった視点を持って、今後

詳細な制度設計を進めてまいりたいと思っております。 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　その点は了解いたしました。次の暴力団員なんですけれども。

まず、暴力団の団員の配偶者、妻であった場合、この妻が――暴力団員の妻が出産の場合、

この除外に該当するのかどうか、お聞きいたします。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。本事業に関しましては、申請

者本人の条件として設定しているもので、市や県の暴力団排除条例の基本理念に鑑みまし

て、他の助成事業などを参考に設定することを検討しております。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　暴力団排除条例では密接交際者という規定がありますけども、
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これに該当しないのかどうかお聞きしたいと思います。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。事業の制度の運用面から考え

ましても、配偶者を初めとした密接交際者が暴力団関係者であるかを把握するには困難で

あると考えますので、申請者本人を条件として設定するものでございます。 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　分かりました。それでは、暴力団員そのものであった場合、例

はたくさんはないんですけども、可能性はありますんで、暴力団員が対象者――その妊

娠・出産――出産をしたという場合、これを――このケースについてお聞きします。これ

を除外しておりますけども、法的な根拠は何なのかをお聞きいたします。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。条件の設定に際しましては、

市や県の暴力団排除条例に掲げる基本理念に鑑み、ほかの助成制度の要件などを加味した

上で、市民の理解を得られるような対象者を設定することを検討しております。 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　女性暴力団員は無痛分娩を選択すべきではない。これは高度で

費用のかかる出産方法なんで、暴力団員という程度の人間が選択できるような身分ではな

い、というようなことで理解してよろしいですか。 

〔笑う者あり〕 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。どのような分娩方法を選択す

るかは個人の自由となります。補助金を支出するに当たっては、先ほど答弁させていただ

いた考え方から、公益性を確保するために必要的かつ合理的な範囲内で制限があると考え

ます。 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　排除条例も出されましたけども、排除条例の基本理念では「市

民等の生活及び事業活動に不当な影響を与える」ということを問題視しておりますけども、

この無痛分娩が不当な影響を与えるということなのかどうか、お聞きいたします。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。妊娠・出産が直接的な暴力的

行為になるとは考えておりません。暴力団に対して資金を提供しないこととした市や県の

暴力団排除条例に掲げる基本理念に鑑みまして、ほかの助成制度の要件などを加味した上

で、市民の理解を得られるような対象者を設定する予定でございます。 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　今、答弁にもありましたように、「暴力団」なんですよ、理念

に書いてあるのは。「暴力団員」とは書いてないんです。「団員」が出てくるのは不当な

要求するとか、公共工事を利するとか、そういうところで出てきますんで、この辺もよく

精査していただきたいと思います。 
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もう一つ、法との関係です。暴対法に関して、この暴対法は規制はしてるんですよ。し

かし、存在までは否定してないんです。多くの規制はしておりますけども、その中で暴力

的要求行為について必要な規制を行うというのが暴対法ですけども、この無痛分娩という

のが暴力的要求行為になるのかどうか、この点についてお聞きいたします。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　質疑にお答えさせていただきます。先ほどもお答えさせ

ていただいたとおり、暴力的要求行為になるとは考えておりません。 

○議長（岩澤　信君）　細谷典男君。 

○17 番（細谷典男君）　今回の無痛分娩は、本当に期待する人たちも数多くいると思い

ます。そういう要求に基づいて、今回の事業提案だというように思います。この暴力団、

先ほど言いましたように、排除条例や暴対法、暴力団員の不当なことに対しての規制は細

かく決められておりますし、それは守っていかなくちゃならないわけですけども、妊娠や

出産という、こういうところまでこの規制は持ち込むべきではないんではないかというよ

うに思います。妊婦のための支援は国費で出てますから、国がいろいろ条件つけられると

思うんですけども、この条件でも市が対象としているような制限条項はないわけなんで、

ぜひその辺も加味していただいて、さらに御検討いただきたいということを申し上げて終

わりたいと思います。ありがとうございました。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　すみません。先ほどの私の答弁で修正をさせていただき

たいと思います。細谷議員のほうから税の使い方の公平性についてという御質疑だったん

ですけれども、私、妊婦のための――妊婦のための支援給付を支給給付という形でお答え

してしまいました。訂正をお願いいたします。――妊婦のための「支援給付」というとこ

ろを「支給給付」と誤ってお答えしてしまいましたので、訂正をお願いいたします。 

○議長（岩澤　信君）　議長は訂正を認めます。 

続いて、染谷和博君。 

〔19 番　染谷和博君登壇〕 

○19 番（染谷和博君）　それでは、公用車リース料についてお伺いいたします。まず初

めに、車種についてお伺いいたします。 

〔19 番　染谷和博君質疑席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　答弁を求めます。 

財政部長、田中英樹君。 

〔財政部長　田中英樹君登壇〕 

○財政部長（田中英樹君）　それでは、お答えいたします。現在、市長が使用しておりま

す市長車の車種でございますけれども、トヨタのアルファードでございますが、今回、債

務負担行為としてお願いして予定している車種も、現行のトヨタ、アルファードであり、

同じ車種の更新ということになります。 

〔財政部長　田中英樹君答弁席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 
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○19 番（染谷和博君）　アルファードということで。他メーカーの車でエルグランド等

がございます。同等の車種と言われてますけども、その辺の検討はされたんでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　管財課長、丸山　博君。 

○管財課長（丸山　博君）　お答えします。今回はアルファードのみで検討しております。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 

○19 番（染谷和博君）　検討しなかった理由をお聞かせください。 

○議長（岩澤　信君）　財政部長、田中英樹君。 

○財政部長（田中英樹君）　まず、県内の自治体の首長さんの公用車につきまして、大半

がトヨタのアルファードでございます。今回、更新をする際に、市長の御意向を確認した

上で、今回このような車種を選定したものでございます。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 

○19 番（染谷和博君）　公用車ですから、いろんな広い意味で検討したほうがよかった

んじゃないかなと思うんですけど、まだ購入してませんので。アルファードを予定してい

るということで。 

それでは、２番目に移ります。次に、グレードについてお伺いします。 

○議長（岩澤　信君）　管財課長、丸山　博君。 

○管財課長（丸山　博君）　それでは、お答えします。今回市長車としてリースを予定し

ているグレードは、エグゼクティブラウンジのハイブリッドとなっております。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 

○19 番（染谷和博君）　それは、アルファードのクラスに当たると、いろんな１番目・

２番目・３番目とありますけど、どこに当たるんでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　管財課長、丸山　博君。 

○管財課長（丸山　博君）　お答えします。１番目になります。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 

○19 番（染谷和博君）　その一番上を選んだ理由をお聞かせください。 

○議長（岩澤　信君）　財政部長、田中英樹君。 

○財政部長（田中英樹君）　まずは、令和６年度の市長車の稼働日数でございますけれど

も、約 280 日運行しております。移動距離も年間で１万 7,000 キロメートルで、１日平均

しますと 60 キロという長距離移動になります。市内だけの移動の場合もありますし、遠

方に行く場合もあるということでございます。よって、移動時間と移動距離を鑑みまして、

市長のお体を十分配慮しまして、安全性と居住性という部分について、このグレードを選

択したものでございます。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 

○19 番（染谷和博君）　１日 60 キロぐらい移動するときもあるということで。私、営業

マンしておりましたけど、４ナンバーの社用車で毎日 200 キロ走っておりました。そうい

う人もたくさんいるということを、ちょっと考えていただければと思っております。 

それでは次なんですが、このプロポーザル方式の検討ということなんですけども、プロ

ポーザル方式は単に安い車を貸してくださいというだけでなく、車の性能や安全性、メン
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テナンス体制など総合的な提案を求める方式でありまして、これ山形市などでやっており

ます。まず何がいいかということ、透明性の確保ができる、公募型プロポーザルを採用す

ることで選定プロセスが明確になり、市民への説明責任を果たしやすくなるということで

すが、これは検討されたのかどうかお伺いいたします。 

○議長（岩澤　信君）　管財課長、丸山　博君。 

○管財課長（丸山　博君）　お答えいたします。取手市では、取手市プロポーザル方式実

施要綱を制定しておりまして、「市が発注する高度な技術又は専門的な知識を必要とする

業務に係る契約で、価格のみによる競争では所期の目的を達成できないものについて」導

入しておりまして、公用車のリース契約にはプロポーザル方式が対象でないために、検討

はしておりません。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 

○19 番（染谷和博君）　今回、いろんなところで市長車については炎上しております。

私心配なのはそこなんですよね。ですので、しっかり説明ができるようなことをしないと

いけないと思うんですけども、その中でこのプロポーザルって非常に分かりやすい、いろ

んな方が提案してきてくださる。車種は、例えばアルファードとエルグランドでやってく

ださいぐらいのことはお願いできると思うんですけども、そういうことをまだ、これから

ですよね。間に合うと思うんですけど、いかがでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　管財課長、丸山　博君。 

○管財課長（丸山　博君）　お答えします。確かに山形市長の公用車ですけれども、山形

市が、市長公用車の賃貸借公募型のプロポーザルを実施しているところを確認しておりま

す。また、その仕様書の内容も確認したところ、調達する車両については、参考車種とし

てトヨタ・アルファードハイブリッドのＥ-Ｆｏｕｒまたはヴェルファイアのハイブリッ

ドのＥ-Ｆｏｕｒということで、大体車種のほうは、自治体がもう既に限定しているもの

でございます。よって、プロポーザル方式であっても、リース契約であっても、車種を限

定しているということは同じであると捉えておりまして、繰り返しの答弁になりますが、

取手市では公用車のリースはプロポーザル方式は対象としていないため、今回はリース契

約でいきたいと思っています。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 

○19 番（染谷和博君）　今回非常に高級な車であります。これ、普通に買うと幾らぐら

い――総費用込みで幾らぐらいするんでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　管財課長、丸山　博君。 

○管財課長（丸山　博君）　お答えします。あくまでもカタログ上の金額の購入になりま

す。今私たちがお願いしているのはリースなんですけれども、メーカー希望小売価格、税

込みで 882 万円となります。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 

○19 番（染谷和博君）　税込み 882 万円ということは、1,000 万円超えちゃうのかなって

感じですね、購入したときに諸費用を入れるとね。それかちょっとその手前かというよう

な感じなんですけども、大変高級なものになります。いろいろ言われてることは分かるん
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ですけども、これだけのものを購入するに当たって、しっかりとした説明というのがされ

てないようですけど、その辺はどのようにお考えでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　財政部長、田中英樹君。 

○財政部長（田中英樹君）　それではお答えいたします。昨年、長期継続契約の条例を採

択いただきまして、我々職員が乗る公用車などは、債務負担行為を設定せずに契約をでき

るという制度を策定しました。その中で政策的な必要性があって議会の皆様に御議論いた

だきたいような事項につきましては、これまでどおり債務負担行為を設定し、議会の皆様

にもしっかり御説明して審議していただくということから、今回この債務負担行為のほう

を設定させていただいたという状況でございます。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 

○19 番（染谷和博君）　非常に高価なものなんで、先ほど言われた費用対効果の中で、

安全性とか快適性というメリットは非常によく分かるんですが、見栄えとか象徴性なんか

に偏ると、なかなか市民として納得できないというようなところがあるのかと思っており

ます。私自身もちょっと市民の皆さんにお聞きしたところ、「いいんじゃない」という方

と、「いやあ、それは」という方と非常に分かれておりました。そのために、しっかりこ

の今議会においてもっと委員――今回じゃなくて委員会でいいです。しっかり説明しなき

ゃいけないと思うんですけど、その辺いかがでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　財政部長、田中英樹君。 

○財政部長（田中英樹君）　説明ということでございます。今回債務負担行為を設定して

いるのは、期間と限度額のほうの設定をさせていただいております。この議案の質疑の場

でも、それから委員会の席でも、必要があればこのような形で御説明をしていきたいとい

うふうに考えております。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 

○19 番（染谷和博君）　その辺が間違いですよね。こんだけのものを購入するんですか

ら、積極的に市のほうから情報を出して、こういうものを購入しますよ、皆さんどうです

か、議員の皆さんどうですかってお聞きしないと。これ、誰も聞かなかったらそのまま通

ってしまいます。そのまま購入したときに、大炎上になりかねない車であります。私は別

にこれ購入して全然いいと思うんですけども、市民感覚からすると非常に高いものである

ということで、先ほど山野井議員も、「お金があれば欲しい、この車」って言ってました

けど。なかなかちょっとやそっとでは購入できるような車じゃないので、その辺はしっか

り説明していかなければいけないと思うんですけども、聞かれないと情報を出さないとい

う、そういうことでよろしいでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　財政部長、田中英樹君。 

○財政部長（田中英樹君）　今回、この市長車、先ほども申し上げましたけど、債務負担

行為を設定して議案としてお願いしたわけでございますけれども、少しもし御説明が足り

なかったということであれば、そこら辺は私どもとしても反省したいというふうに思いま

す。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 
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○19 番（染谷和博君）　ぜひしっかりした説明をしていただきたいと思ってます。あと

一つ最後なんですけども、今使ってる市長車は今後どのように活用されるんでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　財政部長、田中英樹君。 

○財政部長（田中英樹君）　それではお答えいたします。こちらの公用車の現行の市長車

のリース期間ですが、来年の７月末まで期間が残っております。今回のこの車を発注して

納車までに相当数かかるというふうに今推測しているところなんですけれども、その後、

この公用車――市長公用車を、今議長車のほうかなり年数がたってございます。この議長

車につきましても、今後更新を予定していかなくちゃいけないということでございますの

で、議会の皆様の御意見を集約するなどして、まずはこの市長の公用車を再リースするな

どして、一度、議長車として運用していくということも一つの方法として今想定している

ところでございます。 

○議長（岩澤　信君）　染谷和博君。 

○19 番（染谷和博君）　確かに議長車、クラウンで見た目はすごくいいんですけども、

非常に古い車ということで、議長と市長と比べると、使う日にちというのは全く違うんで

すけども、そのようにお考えということで分かりました。ぜひ、しっかりした説明をして

いただきたいと思っております。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　以上で、染谷和博君の質疑を終わります。 

続いて、根岸裕美子さん。 

〔８番　根岸裕美子君登壇〕 

○８番（根岸裕美子君）　とりで生活者ネットワーク、根岸裕美子でございます。議案第

39 号、令和７年度取手市一般会計補正予算（第３号）、無痛分娩費用助成に要する経費

について質疑をいたします。付託先の委員会の委員は本会議質疑を控えるということにな

っておりますけれども、今日はこの場で市長にお伺いすることがぜひ必要であると思い、

質疑をさせていただきます。まず、様々なお産の形がある中、無痛分娩費用に特化した助

成事業とした意図をお聞かせください。 

〔８番　根岸裕美子君質疑席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　答弁を求めます。 

こども部長、助川直美さん。 

〔こども部長　助川直美君登壇〕 

○こども部長（助川直美君）　根岸議員の御質疑にお答えいたします。先ほど佐藤議員よ

り同様の趣旨の御質疑がありましたので、繰り返しの答弁となる部分もございます。取手

市こども計画の中に掲げました、目指す未来のうちの目標の中で、方向性として「安心し

て妊娠・出産できる環境の構築」というものを掲げております。それは、子どもを持ちた

いと思う家庭が安心して妊娠・出産に臨むことができるようにという視点の下になります

が、こども部としましては、無痛分娩を含むあらゆる施策を検討していきたいという思い

でございます。またそれらを通しまして、産科医療機関へのヒアリングやアンケート調査

なども通じて確認しましたのは、無痛分娩に関しましても想定以上の需要があったという

こともございました。それらを踏まえまして、経済的な負担感によって子どもを持つこと
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や、希望する出産方法を諦めざるを得ないというようなことを少しでも軽減できるよう、

またどのような分娩方法を希望し選択するにしても、できるだけ経済的な自己負担がなく

自由に出産できる環境を整えることを目的として、安心して妊娠・出産できる環境の構築

に関する施策の一つとしまして、まずは普通分娩助成事業から取りかかってまいりたいと

考えているところです。 

〔こども部長　助川直美君答弁席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　根岸裕美子さん。 

○８番（根岸裕美子君）　様々な理由で妊娠・出産を諦めないようにということの目的で

今回、助成事業を上程したということなんですけれども、妊婦さんは妊娠してから無痛に

するかどうか検討するのであって、無痛分娩を選択できないから出産を諦める方はいらっ

しゃいません。無痛分娩の補助金が出産数の増加には結びつかないと考えますが、この少

子化対策となる根拠をお示しください。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　根岸議員の御質疑に答弁いたします。本年度からスター

トしたこども計画において実施したアンケート調査におきましても、理想の子どもの数を

実現できないと答えた方のうち、その理由といたしまして経済的な不安を挙げた方の割合

は 75％にも上ることが明らかとなり、こうした不安を払拭することが少子化対策につな

がるものと考え、無痛分娩の需要の高まりからも、本事業がその一助となるものと考えて

おります。議員ご指摘のとおり、本事業だけをもって出生数が劇的に改善するものとは考

えておりませんが、保健センターで実施する不妊治療助成などと合わせ、今後も必要な事

業を検討し、重層的な少子化対策として展開してまいりたいと考えております。 

○議長（岩澤　信君）　根岸裕美子さん。 

○８番（根岸裕美子君）　分かりました。次、先ほど細谷議員からも別の視点から公平性

のお話ありましたけれども、様々なお産の形がある中、無痛分娩のみを対象とするのは公

平性が担保されないのではないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。本制度は近年の無痛分娩の需

要の高まりを受けて実施するものであり、どのような分娩方法を選択されても、できるだ

け経済的な自己負担がなく出産できる環境を整えることを目的としております。無痛分娩

を実施し同制度を利用するかどうかの自由は御本人にある状況において、誰でも望む分娩

方法にアクセスできる環境を整えることに主眼を置いて実施するものでございます。 

○議長（岩澤　信君）　根岸裕美子さん。 

○８番（根岸裕美子君）　執行部の方々は常々公平・公正・平等をいつもとても大事にし

てらっしゃると感じております。今回に限りどの形のお産にも均等に助成することを選択

しなかったのはなぜでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。繰り返しとなりますが、本事

業は、どのような分娩方法を選択されても、できるだけ経済的な自己負担がなく出産でき
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る環境を整えることを目的として実施する事業であることから、特定の方を優遇する意図

を持って実施するものではございません。無痛分娩は通常に比べて自己負担が多くなるこ

とからも、本制度で助成を受けた方に著しく利益をもたらす性質のものではなく、また無

痛分娩を実施し、同制度を利用するかどうかの自由は御本人が選択される状況において公

平性は担保されているものと考えております。 

○議長（岩澤　信君）　根岸裕美子さん。 

○８番（根岸裕美子君）　あくまで最終決定は個人であるということは承知しております

が、ただ経済的支援としては、えてして安易に選択・決定してしまうことを誘発するとこ

ろは否めないと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。本制度の導入に際しては、市

内・市外の産院や医療機関とのヒアリングやアンケート調査を通じて、議員ご指摘の点と

同様の御懸念を頂戴したところであり、助成制度を導入するに当たっては、市が安易に無

痛分娩を推奨すると捉えられないように、リスクとベネフィットをしっかりと周知して進

めてほしいというお声を頂戴しております。同ヒアリングやアンケートでは、分娩方法を

選択するに当たって各産院は、我々が想定していた以上に丁寧に妊娠された方とのコミュ

ニケーションを取られていることが分かりましたので、市としましても、これから出産さ

れる方に誤解のないような制度周知に努めてまいりたいと思っております。 

○議長（岩澤　信君）　根岸裕美子さん。 

○８番（根岸裕美子君）　今、次長おっしゃったとおり、調査の中で医師から、推奨と取

られないように周知に当たっては注意する必要がありますという御助言いただいたという

ことなんですけれども、それと先ほどからほかの議員さんの答弁に対して、積極的に発信

するというところが聞こえてきてるんですけども、そこが何か相反すると考えるんですけ

れども、どうでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。先ほどから答弁させていただ

いてるとおり、市として補助制度をきっかけに安易に無痛分娩に誘導しないように、リス

クとベネフィットの両方をしっかりと告知することが重要であると考えております。どう

いった内容で伝えるかにつきましては、医療機関とも相談の上、本予算が可決されました

ら本格的に検討してまいりたいと思っております。 

○議長（岩澤　信君）　根岸裕美子さん。 

○８番（根岸裕美子君）　次長おっしゃられるように、そのリスクについても、しっかり

アナウンスする必要があるということを含んでの御助言だったと理解します。リスクをど

うやって――医療機関にて説明がどのようにされているかというところは、委員会のほう

で詳細を確認してまいりたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

では最後に、そもそも無痛分娩とはどういうものなのかを説明をお願いいたします。 

〔「議案審議だぞ、いい加減にしろよ」と呼ぶ者あり〕 

〔「全然市長に答えてもらってないんだよ」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁いたします。無痛分娩とは、麻酔を用いて

分娩時の痛みを和らげながら行う出産方法のことで、和痛分娩とも呼ばれております。最

も一般的な方法として用いられているのが硬膜外麻酔と呼ばれる手法で、脊椎を覆う硬膜

の外側にカテーテルを通し下半身の痛みを伝える神経の働きをブロックし、陣痛の痛みを

和らげるような手法となります。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　根岸裕美子さん。 

○８番（根岸裕美子君）　無痛分娩と言いますと、先ほどからおっしゃっているとおり、

痛みを和らげるということが主目的ということに――聞こえてくるんですけれども、日本

の無痛分娩は、産科の医師、麻酔科医や看護師の勤務に合わせ、平日の日中に計画的に陣

痛誘発剤で出産をコントロールする計画麻酔分娩です。知り合いの産科医に伺ったところ、

自然分娩ですと大体 40 週に赤ちゃんが自分でお母さんの子宮から下りてくるところを、

計画麻酔分娩では 38 週に――２週間も前に、陣痛誘発剤で無理やり赤ちゃんを起こして

引きずり出すことになるということでした。これが日本の無痛分娩の実態なんです。もち

ろん無痛であっても、幸せなお産を可能にしている医療機関もあります。しかし、厚生省

の出産なびで調べますと、茨城県内の産院は 47 施設あって、そのうちの 19 施設が無痛分

娩を扱っています。そのうちの８施設が県南に集中していて、そのうちの７施設が計画分

娩ですとホームページに書いてあります。これは、赤ちゃんは生まれ出る日まで大人の都

合で決められ、苦しむことになっていると言えます。どこがこどもまんなかなのか、私は

全然理解できません。この事実を把握していらっしゃいますでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　御質疑に答弁させていただきます。そういったことを認

識してこちらもおります状況の中で、やはりこちらは少子化対策としての経済的支援とい

うことで、無痛分娩を選ばれた方に対しての支援策となりますので、そちらについては御

理解いただきたいと思っております。 

○議長（岩澤　信君）　根岸裕美子さん。 

○８番（根岸裕美子君）　取手市の無痛分娩率、約 40％の背後には、今の若い世代の痛

いのは嫌、出産は不安、無痛分娩だと楽そうというような、ふわふわした空気感があると

思います。その背中を押すような医療機関のホームページの書き方であると思います。そ

ういった状況というのが、妊婦が作用・副作用の正確な情報を提供されないままに選択し

ているという状況の中で、無痛分娩助成事業――計画麻酔分娩助成事業です――を開始す

ることが果たして本当に母子の幸せに寄与できるかどうか再考すべきと考えますが、いか

がでしょうか。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　質疑にお答えいたします。こちらの無痛分娩費用助成に

関して、やはり一番大事であることは、医療機関と妊婦さんの――御本人様のインフォー

ムド・コンセントがしっかりなされているかというところになると思います。そういった

ところを踏まえて、御本人が自己選択した下で、こちら無痛分娩を選択された方に対して
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の補助事業となりますので、そういった御理解でよろしくお願いいたします。 

○議長（岩澤　信君）　根岸裕美子さん。 

○８番（根岸裕美子君）　命に関わる大事な事業なので、議員の皆様もしっかり事実を把

握して勉強して判断していただきたいと思います。委員会でもさらに深めてまいります。

よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

○議長（岩澤　信君）　以上で、根岸裕美子さんの質疑を終わります。 

最後に、落合信太郎君。 

〔14 番　落合信太郎君登壇〕 

○14 番（落合信太郎君）　議案第 39 号について、これから安心して無痛分娩を受けてい

ただくために、以下、質疑をさせていただきます。今年の５月 15 日付で厚生労働省医政

局地域医療計画課から、公益社団法人、日本産婦人科学会へ「無痛分娩に関する取組の再

周知通知（情報提供）」という事務連絡がございました。無痛分娩の安全な提供体制の構

築に関する提言に基づく自主点検表の改訂、これはあくまでも公益社団法人、日本産婦人

科学会への通知ではありますけれども、この通知の意図を、これから無痛分娩費用の助成

を行う取手市としてどのように認識されたか、お聞かせください。 

〔14 番　落合信太郎君質疑席に着席〕 

○議長（岩澤　信君）　答弁を求めます。 

こども部長、助川直美さん。 

○こども部長（助川直美君）　落合議員の御質疑に答弁いたします。先ほどお話のありま

した御通知ですけれども、令和７年５月 15 日付で厚生労働省医政局地域医療計画課長か

ら、各都道府県・保健所設置市・特別区の衛生主管部（局）宛てに――部（局）長宛てに

発出され、分娩を行う医療機関に周知されたものと認識しております。市としましても、

この無痛分娩費用助成制度の検討をする中でその存在を認識したところでもありまして、

この内容を拝見いたしますと、無痛分娩の実施率が増加傾向にある中で、従来より周知し

てきた無痛分娩の安全な提供体制の構築に関する提言を基に厚生労働省が作成した自主点

検表の改訂を行ったという趣旨の通知となっております。全国的な無痛分娩の需要の高ま

りに伴いまして、より安全な提供体制を整える必要性を国としても認識し改訂に至ったも

のと考えております。市としましても、こうした自主点検表が活用されているかを把握す

るため、市内外の産院にアンケート調査を実施しましたところ、多くの産院で、実際にこ

の点検表を使用して安全確保につなげているということが確認できました。また、直接点

検表を使用していない産院であっても、説明書を作成したり、また同意書を取り交わす取

組などを実施しておりまして、調査した全ての産院において、何かしらの安全対策を行っ

ているということを確認したところでもございます。安全な医療体制の確保に関しまして

は、直接的には国や都道府県、保健所等と各医療機関で進めていくものではございますが、

その動向に関しましては、市としましても常に注視してまいりたいと思っております。以

上です。 

○議長（岩澤　信君）　落合信太郎君。 

○14 番（落合信太郎君）　私も早速、東京の世田谷にございます国立成育医療研究セン
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ター、――小児周産期医療に特化した我が国が誇る唯一の専門病院であり、高度な手術が

日常的に行われている小児救急の最後のとりでとも言われている、そこのセンターの無痛

分娩に関する様々な情報提供、自主点検表も確認――拝見をさせていただいたところでご

ざいます。厚生労働省の検討部会でなんですけれども、ＷＨＯのポジティブな出産経験の

ための分娩期ケア、これがちょっと推奨されているということで、エビデンスに基づく産

痛緩和ケアの標準化と質の向上に向けて保険適用とする方向で検討すべきという議論もあ

ります。取手市がいつも、このエビデンスに基づく、また国の動向を注視するという慎重

な姿勢を貫かれているこの部長が、今回ちょっと全国的にも先駆けて実施に踏み切った―

―先ほどもありましたけれども、１番の理由をもう一度お聞かせいただければと思います。

佐藤隆治議員のところでも質疑はあったと思うんですが……。 

○議長（岩澤　信君）　子ども部長、助川直美さん。 

○こども部長（助川直美君）　お答えいたします。繰り返しの答弁にはなってしまいます

けれども、私ども取手市としまして、やはり安全に妊娠・出産を継続していく、またお母

さん方の気持ちの部分、体、全てを支援していきたいという思いから、様々な施策を検討

しているところではございますが、やはり経済的な課題であったり様々な問題から出産す

ることを諦めようという思いに少しでもならないように、それらの思いを軽減していくこ

とができるように、まず、この無痛分娩というところに取りかかってまいりたいと考えて

おります。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　落合信太郎君。 

○14 番（落合信太郎君）　次に、これ改めてなんですけれども、現在、日本の周産期医

療の安全性は世界最高レベルで、安心して安全に子どもを産むことができます。いつまで

もこの体制が維持されることを願っております。 

繰り返しになりますが、東京都は無痛分娩の費用に対して助成制度を今年から開始をし

ます。あわせて、その無痛分娩を安心して受けられるように、医療従事者向けの研修を実

施をするそうであります。ちなみに先ほどの国立成育医療研究センターの無痛分娩に関す

る情報提供、ここの急変時の体制には、成人総合病院への母体搬送も必要に応じて行うが、

原則、当センター――自施設だけで対応できるそうであります。東京都のこの医療従事者

向けの研修を取手市はどのように受け止めているのか、お聞かせいただければと思います。 

○議長（岩澤　信君）　こども部次長、佐藤睦子さん。 

○こども部次長（佐藤睦子君）　落合議員の御質疑に答弁いたします。都は、無痛分娩の

実施に際して安全管理体制づくりのため、急変時の対応研修の関連経費としての予算計上

を行っていることは報道などを通じて把握しているところです。また対象となる医療機関

についても、安全管理体制や人員体制など、国が定める自主点検表の項目を満たして都に

届け出た医療機関を対象とするなどの措置を取っているとのことです。こうした安全対策

に関する取組は、都が医療機関に対して直接的な指導監督権を持っているため実施できる

ものであり、本市においては、県の保健部局や保健所において安全体制の構築が進められ

ているものと考えます。市といたしましては引き続き、医療機関とのヒアリングなどを通

じて、どのような情報提供が望ましいかなどを検討するとともに、国や県などの出産をめ
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ぐる取組の動向を確認してまいります。以上です。 

○議長（岩澤　信君）　落合信太郎君。 

○14 番（落合信太郎君）　以上です。 

○議長（岩澤　信君）　以上で、落合信太郎君の質疑を終わります。 

以上で通告された議案第 39 号に対する質疑が全て終わりました。これで質疑を終わり

ます。 

ただいま議題となっております議案第 39 号については、議案付託表のとおり所管の各

常任委員会に分割付託いたします。 

ここで休憩いたします。 

午前 11 時 39 分休憩 

午後 ０時 04 分開議 

○議長（岩澤　信君）　休憩前に引き続き会議を開きます。 

ここでお諮りいたします。本日、細谷典男君から発言取消し申出書が提出されました。

本件を日程に追加し、追加日程第１として直ちに議題としたいと思います。これに御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩澤　信君）　異議なしと認め、細谷典男君の発言取消し申出の件を日程に追加

し、追加日程第１として直ちに議題といたします。 

 

 

○議長（岩澤　信君）　追加日程第１、細谷典男君の発言取消し申出の件を議題といたし

ます。本日、細谷典男君から、本日の会議における発言について、会議規則第 65 条の規

定により、御手元に配付しました発言部分を取消したいとの申出がありました。 

お諮りいたします。これを許可することに御異議ございませんか。 

〔「異議あり」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩澤　信君）　異議なしと認めます。したがって、細谷典男君からの発言取消し

の申出を許可することに決定しました。 

 

 

○議長（岩澤　信君）　日程第３、意見書案第３号、救急時の選定療養費徴収において、

保育所、幼稚園、小中学校、高校、特別支援学校、福祉施設での現状を把握するとともに

運用について検証を行い、その情報を公開することを求める意見書についてを議題といた

します。提出者の説明を求めます。 

 追加日程

第　　１

細谷典男君の発言取消し申出の件

 日 程 第 ３ 意 見 書 案 

第 ３ 号

救急時の選定療養費徴収において、保育所、幼稚園、小

中学校、高校、特別支援学校、福祉施設での現状を把握

するとともに運用について検証を行い、その情報を公開

することを求める意見書について
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金澤克仁君。 

〔16 番　金澤克仁君登壇〕 

○16 番（金澤克仁君）　金澤克仁です。意見書案第３号、救急時の選定療養費徴収にお

いて、保育所、幼稚園、小中学校、高校、特別支援学校、福祉施設での現状を把握すると

ともに運用について検証を行い、その情報を公開することを求める意見書についてでござ

います。提出者には各会派の代表の皆さん、さらには、共産党さんからは本田議員に提出

者となっていただきました。文書を読み上げます。 

茨城県で 2024 年 12 月２日から、緊急搬送時の選定療養費徴収の運用が適用されまし

た。 

救急要請時の緊急性が認められない場合は選定療養費を徴収することで、大病院が本

来の役割を果たし救急医療体制を維持することを目的としております。 

2025 年３月に検証結果が公表され、運用開始から２月末までに選定療養費が徴収さ

れた件数は 940 件、4.2％となっています。年齢別の徴収率は、乳幼児（生後 28 日以上

満７歳未満）が 6.2％、少年（満７歳以上満 18 歳未満）が 7.0％、成人（満 18 歳以上

満 65 歳未満）が 6.6％、満 65 歳以上が 3.0％で、18 歳未満の徴収率が高くなっており、

学校、自宅、施設など、どこから救急要請があったかについてはデータがありません。 

保育や教育の現場では、苦痛を的確に伝えられない場合も多い子どもの特性を鑑みま

すと、救急要請が必要かどうかの判断は非常に難しく、教職員に判断の責任が重くのし

かかっています。選定療養費を気にかけて救急要請をちゅうちょしてしまい、万一手遅

れになることは絶対に避けなければなりません。また、保育所や幼稚園、小中学校、高

校、特別支援学校だけではなく、高齢者や障がい者が生活している福祉施設においても

同様と考えます。 

以上のことから、現場の職員が救急要請を必要と判断した場合に、ためらうことなく

救急要請ができるよう、下記の事項を要請します。 

記 

１　救急時の選定療養費徴収において、保育所や幼稚園、小中学校、高校、特別支援学

校、福祉施設での現状を把握するとともに運用について十分に検証を行い、その情報

を公開すること。 

２　上記検証を基に各施設における具体的な救急要請のガイドラインを作成し、対象医

療機関とガイドラインを共有すること。 

３　茨城県の「運用状況の検証のための会議」のメンバーに、福祉や教育の現場関係者

及び徴収対象外の二次医療機関関係者等も加え、より幅広い視点に立った検証を行う

こと。 

です。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（岩澤　信君）　以上で提出者の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩澤　信君）　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 
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お諮りいたします。ただいま議題となっております意見書案第３号につきましては、会

議規則第 37 条第３項の規定により委員会の付託を省略したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩澤　信君）　異議なしと認めます。よって、意見書案第３号について、委員会

の付託を省略することに決定しました。なお、討論・採決は 19 日に行います。 

 

 

○議長（岩澤　信君）　日程第４、意見書案第４号、消費税５％への引下げ、インボイス

制度の廃止を求める意見書についてを議題とします。 

提出者の説明を求めます。 

加増充子さん。 

〔24 番　加増充子君登壇〕 

○24 番（加増充子君）　加増充子です。意見書案第４号、消費税５％への引下げ、イン

ボイス制度の廃止を求める意見書案について説明させていただきます。文書を読ませてい

ただきます。 

長引く物価高が生活を直撃しています。「食費や電気代も節約してきた。もう削ると

ころがない」さらに主食の米高騰により、国民の暮らしも中小企業の営業も一層深刻な

事態です。政府は適正な課税を確保するために小規模事業者に過度な事務負担を押し付

けるインボイス制度を実施しましたが、世界では 100 を超える国・地域が消費税にあた

る付加価値税を減税し、国民の生活と中小企業の生業を守る努力が行われています。ス

ペインは電気代の税率を半分に引き下げ、ポーランドやベルギー、ポルトガルなどは主

要な食品の税率をゼロに引き下げました。ベトナム政府は、企業と消費者の双方にメリ

ットがあると減税措置を延長しました。政府は社会保障のためと繰り返し説明しながら

税率を引き上げてきましたが、医療・介護・年金・教育のどれをとっても国民負担は増

えるばかりです。税の専門家は大企業や富裕層を優遇する不公平な税制を正せば消費税

を廃止できる分の財源は生まれると試算しています。消費税を引き下げて単一税率にす

るか廃止すれば、インボイスも必要なくなります。以上の趣旨から、下記の事項を求め

ます。 

記 

１　消費税の税率を５％に引き下げること。 

２　インボイス制度を廃止すること。 

以上です。 

○議長（岩澤　信君）　以上で提出者の説明が終わりました。 

これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 日 程 第 ４ 意 見 書 案 

第 ４ 号

消費税５％への引下げ、インボイス制度の廃止を求める

意見書について
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○議長（岩澤　信君）　質疑なしと認めます。これで質疑を終わります。 

お諮りいたします。ただいま議題となっております意見書案第４号につきましては、会

議規則第 37 条第３項の規定により委員会の付託を省略したいと思います。これに御異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩澤　信君）　異議なしと認めます。よって、意見書案第４号について、委員会

の付託を省略することに決定しました。なお、討論・採決は 19 日に行います。 

 

 

○議長（岩澤　信君）　日程第５、休会の件を議題といたします。 

お諮りいたします。各委員会の付託議案審査のため、６月 13 日から 18 日までの６日間

を休会としたいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（岩澤　信君）　異議なしと認めます。よって、６月 13 日から 18 日までの６日間

を休会とすることに決定しました。 

以上で本日の日程は全て終了しました。これで散会します。 

午後 ０時 13 分散会

 日 程 第 ５ 休会の件


